
福祉・介護現場における
AI活用研修

福祉・介護現場のDX推進と
障害福祉支援力向上を実現

記録・情報共有・業務管理から、
障害特性の理解と支援倫理まで

現場の業務と利⽤者支援に⽣かすAI活⽤

受講対象

福祉・介護職員

相談支援員・生活支援員等

全12回 合計12時間 対面 または オンライン
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会社紹介
株式会社Ankuについて
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基本情報 沿革

会社名 株式会社Anku

所在地 京都府福知山市大江町夏間227-19

代表者 兼本博行

創業 1998年6月

設立 2004年4月

事業形態 デザインプロダクション

事業領域

グラフィック
デザイン

WEB制作 動画・
YouTube

SNS・
プロモーション



事業概要
企業の魅力を「伝わる形」に整えるプロモーション支援
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グラフィック
デザイン

会社案内・チラシ

ロゴ・パッケージ

ブランディング

印刷物デザイン

WEB制作

企業サイト制作

LP・ECサイト

UI/UX設計

レスポンシブ対応

動画・
YouTube

企業紹介動画

商品紹介動画

ブランド動画

YouTube運用

SNS・
プロモーション

SNS運用支援

情報発信設計

コンテンツ制作

プロモーション

デザイン・WEB・動画・SNSを横断して支援

デザイン WEB 動画 SNS



現場でよくある業務の悩み
記録・連絡・進捗管理など、身近な業務を題材にAI活用を考えます。
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1
記録・報告

記録や報告書の要点を整えたい

2
連絡・共有

関係機関への連絡文書を作りたい

3
面談・会議

面談や会議の内容を整理したい

4
進捗・管理

担当業務の進捗を一覧で把握したい

5
業務改善

自施設に合うAI活⽤を検討したい

AIの使い方とあわせて、確認・共有・運用の方法を学びます。



AI活用で⽬指すこと
記録作成・情報共有・業務管理を支え、利⽤者と向き合う時間につなげます。
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1
記録・報告の作成を支援

音声の文字起こしや要約を使い、
記録作成の負担軽減を目指します。

2
情報と進捗を見える化

日報や進捗表の共有とデータ集計で、
担当業務の状況を把握します。

3
支援に向き合う時間を確保

事務作業を効率化し、
利⽤者と向き合う時間の確保を⽬指します。

AIの出力を職員が確かめ、支援に活⽤します。



学びを現場に生かすステップ
注意点を理解し、自施設の業務に当てはめて考えます。
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学びのステップ

1

知る

AIの
活用できる場⾯

2

理解する

AIの限界と
利⽤上の注意点

3

考える

自施設の業務に
合う使い方

研修で身につける視点

✓ AIの回答を事実と照らし合わせる

✓ 入力する情報の扱い方を判断する

✓ 支援の個別性と本人の意思を尊重する

✓ 施設のルールに沿った運用を考える

✓ 自施設での活⽤場⾯を⾒つける

自分の業務で使う場⾯と、確認すべき点を具体&に考えます。
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